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円
の
行
方
（
上
）
硝

人
で
は
な
く

ハ
コ
モ
ノ
へ

J
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
の
宿
泊
棟
四
階
に
あ
る
展

望
台
か
ら
は
、
天
然
芝
と
人
工
芝
合
わ
せ
て

九
両
あ
る
広
々
と
し
た
ピ
ッ
チ
が
見
晴
ら
せ

る
。
左
に
は
全
天
候
型
練
習
場
の
白
い
屋
根
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
を
囲
む
森
の
向
こ
う
に
は
太
平

洋
、
そ
の
手
前
で
は
広
野
火
力
発
電
所
の
煙

突
が
さ
か
ん
に
煙
を
噴
き
上
げ
て
い
る
。

施
設
ス
タ
ッ
フ
に
聖
火
リ
レ
ー
が
ど
こ
か

ら
ス
タ
ー
ト
す
る
の
か
と
尋
ね
る
と
、
「
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
の
関
係
か
と
思
い
ま
す
が
、
私

た
ち
職
員
に
は
ま
だ
、
そ
の
こ
と
に
関
し
て

何
も
知
ら
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
」
と
い
う
応

え
が
返
っ
て
き
た
。

福
島
県
双
葉
郡
楢
葉
町
と
広
野
町
に
ま
た

が
る
I
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
は
一
九
九
七
年
、
東
京

電
力
が
地
域
振
興
事
業
と
し
て
約
二
二
〇
億

円
を
投
じ
て
建
設
し
∵
福
島
県
へ
寄
付
し
た

日
本
初
の
サ
ッ
カ
ー
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
だ
。
東
日
本
大
震
災
以

降
は
休
業
し
い
原
発
事
故
の
対
応
拠
点
と
し
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て
の
機
能
を
担
っ
て
き
た
が
、
二
〇
一
八
年

に
再
開
し
た
。
そ
し
て
今
年
の
三
月
二
六
日
、

こ
の
地
か
ら
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
聖
火
リ

レ
ー
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。

晴
れ
舞
台
を
控
え
た
一
月
下
旬
、
あ
た
り

一
帯
は
急
ピ
ッ
チ
で
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い

た
。
イ
ベ
ン
ト
時
な
ど
臨
時
に
使
用
さ
れ
る

常
磐
線
「
I
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
」
駅
、
通
常
時
の

最
寄
り
駅
で
あ
る
「
木
戸
」
駅
、
駅
と
J
ヴ

ィ
レ
ッ
ジ
を
つ
な
ぐ
道
路
な
ど
す
べ
て
工
事

中
。
周
囲
を
歩
き
回
っ
て
も
、
作
業
員
と
ダ

ン
プ
や
工
事
車
両
し
か
見
当
た
ら
な
い
。

一
月
一
七
日
、
政
府
は
双
葉
、
大
熊
、
富

岡
三
町
の
特
定
復
興
再
生
拠
点
区
域
内
に
あ

る
一
部
地
域
に
つ
い
て
、
避
難
指
示
の
先
行

解
除
を
決
定
し
た
。
同
じ
時
期
、
福
島
県
は

聖
火
ラ
ン
ナ
ー
が
走
る
県
内
ル
ー
ト
や
沿
道

の
空
間
放
射
線
量
の
測
定
結
果
を
発
表
す
る
。

測
定
地
点
の
最
高
値
は
、
沿
道
が
飯
館
村
の

毎
時
〇
・
七
七
マ
イ
ク
ロ
・
シ
ー
ベ
ル
ト
、

車
道
が
郡
山
市
の
〇
・
四
六
マ
イ
ク
ロ
・
シ

ー
ベ
ル
ト
だ
っ
た
。
除
梁
の
目
安
と
な
る

〇
・
二
三
マ
イ
ク
ロ
・
シ
ー
ベ
ル
ト
超
の
地

点
も
、
少
な
く
と
も
二
一
一
ル
ー
ト
で
見
つ
か

っ
た
。
だ
．
が
県
は
、
「
走
者
や
応
援
者
の
滞

在
時
間
を
考
慮
す
る
と
、
被
ば
く
線
量
の
目

安
で
あ
る
年
間
一
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
超
え

る
恐
れ
は
な
く
、
開
催
に
問
題
は
な
い
」
と

判
断
。
“
い
ま
も
全
町
避
難
が
続
く
双
葉
町
も
、

聖
火
リ
レ
ー
の
ル
ー
ト
に
追
加
さ
れ
る
見
通

し
が
発
表
さ
れ
た
。

同
月
二
一
日
に
は
、
菅
義
偉
官
房
長
官
が
、

毎
年
三
月
二
日
に
政
府
が
主
催
す
る
東
日

本
大
震
災
追
悼
式
に
つ
い
て
「
二
〇
二
一
、
年

の
実
施
で
最
後
に
す
る
」
と
の
方
針
を
明
ら

か
に
し
た
。
震
災
や
原
発
事
故
を
過
去
の
も

の
と
し
た
い
政
府
の
姿
勢
が
垣
間
見
え
る
。

昨
年
末
、
福
島
で
放
射
線
量
を
測
定
し
た

N
P
O
法
人
市
民
放
射
能
監
視
セ
ン
タ
ー
・

ち
く
り
ん
舎
（
東
京
都
日
の
出
町
）
の
青
木
一

政
さ
ん
は
こ
う
語
る
。

「
昨
年
一
〇
月
に
環
境
団
体
グ
リ
ー
ン
ピ

ー
ス
が
空
間
線
量
を
測
定
し
た
と
き
、
十
ヴ

ィ
レ
ッ
ジ
の
中
で
も
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
が
見

つ
か
り
ま
し
た
。
そ
こ
は
す
で
に
除
染
さ
れ

ま
し
た
が
、
今
回
我
々
は
南
相
馬
の
『
ふ
く

い
ち
周
辺
環
境
放
射
線
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
』
の
方
た
ち
と
「
緒
に
、
聖
火
リ

レ
ー
ー
の
コ
ー
ス
を
中
心
に
、
浜
通
り
な
ど
を

含
め
て
六
〇
カ
所
ぐ
ら
い
の
空
間
線
量
と
土

壌
汚
染
度
を
測
っ
て
み
ま
し
た
。
コ
ー
ス
上

の
線
量
は
低
い
け
れ
ど
、
少
し
離
れ
る
と

〇
・
三
と
か
〇
・
四
マ
イ
ク
ロ
・
シ
ー
ベ
ル
ト

や
、
場
所
に
よ
っ
て
．
は
一
マ
イ
ク
ロ
・
シ
ー

ベ
ル
ト
と
い
う
数
値
も
出
ま
す
。
土
壌
汚
染

は
、
一
平
米
あ
た
り
数
十
万
ベ
ク
レ
ル
の
場

所
も
あ
り
ま
し
た
」

何
度
も
福
島
を
訪
れ
て
い
る
青
木
さ
ん
だ

が
、
今
回
の
調
査
で
印
象
的
だ
っ
た
場
面
が

あ
る
と
い
う
。

「
初
め
て
富
岡
町
の
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
に

泊
ま
っ
た
の
で
す
が
、
ホ
テ
ル
は
満
室
な
の

に
表
に
は
人
が
い
な
い
の
で
す
。
富
岡
駅
の

周
り
は
き
れ
い
に
整
備
さ
れ
、
復
興
住
宅
の

よ
う
な
も
の
が
た
く
さ
ん
建
っ
て
い
る
け
れ

ど
、
人
の
通
り
が
全
然
な
い
。
夜
は
真
っ
暗


